
第15・最終回

ポジデビの両輪：

実践も研究も
神 馬 征 峰
じんば まさみね 東京大学大学院医学系研究科国際地域保健学教室
連絡先：〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1

オランダのポジデビ中学校1)

本連載も今回で終わりとなり，総論として締
めくくりたいところである．しかし，ポジデビ
の面白さは各論にある．ある社会的文脈の中で
見つけられた，あるいは作り出されたポジデビ
行動を知るたびに，私たちは虚を突かれたよう
な感覚に陥る．
「あ～，そうなのか，そうだったのか」とい

う驚き体験をする．ポジデビの基本テキスト
『The Power of Positive Deviance』2)の 30 頁で
は“アハ・モーメント”(アハ体験の瞬間)とい
う言葉も用いられている．この驚きなくしてポ
ジデビへの関心は長続きしない．同テキストで
は，この体験こそがポジデビのミソであるとす
ら言っている．そこで今回も，まずは各論から
始めたい．まだ紹介していなかった，オランダの
中学校におけるメンタルヘルス対策事例である．

学校が荒れているのは日本だけではない．移
民が多いオランダでも同様であり，その結果と
して，児童のメンタルヘルスが大きな課題とな
っている．特に低所得者層や移民の子どもが通

う VMBO(voorbereidend middelbaar beroep-
sonderwijs)コース(Box 1)の多くの中学校では
深刻な状況にある．

オランダ国内でも，移民の割合が比較的多い
ロッテルダム市において，VMBO コースの中
学校を対象としたポジデビ評価事業が始まっ
た．目指すはメンタルヘルスの課題解決であ
る．まずは 52 校の中学校から，表 1 の選出基
準を用いてポジデビ学校を選び出した．

この基準によって選ばれたポジデビ中学校は
52 校のうち 3 校だけとなった．85～100% の児
童が移民出身という学校もあり，主な移民元は
モロッコとトルコであった．

ポジデビ学校の特定後はいよいよポジデビ行
動探しである．なぜこの 3 校に通う児童は状態
が良いのか？いずれも貧困地域にあり，低所得
層や移民出身の児童が多い学校である．外部か
ら特別な支援も受けていない．それなのにメン
タルヘルスチェックをするとなぜか状態の良い
児童が多い．

この 3 校でいったい何が起こっているのか？
何らかのポジデビ行動を誰かがしているのか？
表 2 の手法によって評価チームによるポジデ
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Box 1 オランダの中等教育─VMBOとは

オランダの人口は約 1,700 万人である．そのうち 12～16 歳の児童約 100 万人が中等教育を受けている．進路別に 3
つのコースがあり，大学を目指す 2 つのコースに加え，理科・数学などの一般的な教育と職業訓練を兼ね備えた教育を
する第 3 のコースがある．これは児童全体の約 22% が通うVMBOと呼ばれるコースであり，低所得層や移民出身者が多い．
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ビ行動探しが始まった．表 3 はこれによって
見つかったポジデビ行動のリストである．

この事例について筆者は，2016 年にコペン

ハーゲンで開催された 25 周年ポジデビ国際会
議で直接聞くことができた．② の家庭への電
話シーンはビデオにもなっており，極めて印象
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表 1 ポジデビ学校の選出
選出基準 条件

全校生徒の数 150 人以上の児童が通う学校(当初 250 人以上としていたが，150 人以上に変更した)．
児童の出身背景 50% 以上が移民出身であること．
学校の場所 貧困地域にあること．
外部からの資源(資金援助等) 政府機関等による学校改善事業等がなされていないこと．

メンタルヘルスの状況
「子どもの強さと困難さアンケート(strength and difficulties questionnaire ; SDQ)」調査※
において，全児童の平均点を学校ごとに確認し，10 点以下のスコアを示すメンタルヘルス
の状況が良い学校とすること．

※毎年オランダでは，各校のメンタルヘルスの状態把握のために，SDQ調査が行われている．点数が高いほど心理的なレ
ジリエンスが低く，不安やメンタルヘルスの問題を抱える傾向が強くなる．2009～2010年，2010～2011年のデータによ
ると，平均点は 16点であった．

表 2 ポジデビ行動探しの手法

インタビュー
学校の教師，ソーシャルワーカーなどのスタッフへの深層インタビュー．
母親への電話インタビュー．
児童へのグループインタビュー．

参与観察 学校訪問による観察．
写真撮影 ポジデビ行動資料として，学校ごとに 123～336 枚の写真撮影．
インフォーマル・インタビュー 校内外で必要に応じたインタビューの実施．
フィードバック 学校側にフィードバックし，あいまいな部分を詳細に記述．

表 3 3つのポジデビ学校で見られたポジデビ行動
① 登校時のコンシェルジュチェック

登校時，コンシェルジュが生徒の様子をチェック．生徒の具合が悪そうと判断したら，即時対応．
② 親への電話

問題が生じた時だけではなく，児童がポジティブな行動(他の生徒を助ける等)をとった際，親に電話連絡し子どもを称賛．
③ 手作りカードの発送

学校の事務係が全児童の誕生日，卒業時などに手作りのカードを郵送．
④ 社会マトリックス作り

ソーシャルワーカーの活動．児童と一緒に家庭の状況，友人関係等を調べ上げ，今後の支援のための資料を獲得．
⑤ イスラム教徒児童(主に移民)への配慮

イスラム教の祭日を自由に祝ってもらう．他の児童は映画観賞やボウリングなど，アウトドア活動に参加．
⑥ 児童との関係づくり

コンシェルジュや学校のスタッフはほとんど全ての児童の名前，顔，家庭の状況などを把握．
⑦ 近隣施設との連携

児童がよく行く売店やその他の施設と常に接触．問題が生じればすぐに解決．
⑧ 移民児童と家族向けの特別チューター

児童の両親(特に母親)を学校行事に巻き込むためのスタッフ雇用．モロッコ語，トルコ語を話し，オランダ語を話せな
い移民家庭へのケアを提供．

⑨ オランダ語学習ポスター
オランダ語が不得意な児童のために，オランダ語学習ポスターを作成．毎週 10 のオランダ語をポスターにして言語習
得環境づくりを強化．

⑩ 教室の装飾
教師と児童が一緒になって教室を装飾．楽しく学べる環境づくり．
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的であった．児童が何か問題を起こしたからで
はなく，良いことをしたから親に電話をかけ
た，というシーンである．

評価対象となった 3 校にとって，この事業は
過去になされた外部評価事業と大きく異なって
いた．それまでは，たいてい専門家が学校の弱
点を見つけ，それを改めようとするものであっ
た．ところが今回，評価チームは学校関係者と
協力して，徹底的に優れている行動を見つけ出
そうとした(Box 2)．教師をはじめ，他の学校
内スタッフ，親，児童が多くの時間を割き，こ
の評価活動に参加することによって，“生き生
きとなれた”，“自分たちの努力がやっと報われ
た”，という実感を得ることもできた．

評価の内容も大事である．多くの学校評価事
業では，児童の成績を評価しようとする．とこ
ろがこの事業は，表 3 に示したように，学校
改善のための独自の工夫がどんなに優れたもの
であるかに焦点を当てた．

引き出しのなかみを増やせ！

これまでに紹介してきた“アハ・モーメン
ト”をもたらすポジデビ行動の数々をまとめて
眺めてみたい．
表 4 は過去 14 回にわたる連載の中で取り上

げてきたポジデビ事例の紹介である．一回の記
事に複数の事例を取り上げた場合もあり，全て
を網羅しているわけではない．それでも，おおよ
その全体像がここから読み取れるはずである．

初回(本誌 80 巻 11 号)に示したように，ポジ

デビ・アプローチとは社会で生じている複雑な
課題の解決を目指す方法である．そして，解決
策は目の前にある，という前提で通常はポジデ
ビ探しを進めていく．

ベトナムの栄養不良改善事例，日本での自殺
予防，パキスタンでの母子保健対策などにおい
ては，確かに目の前に解決策があった．そして
それを専門家と当事者が協力して掘り起してく
れた．

ところが例外もあった．ポジデビ人物が目の
前で見つからない，ポジデビ行動が見つからな
い．そんな時はどうしたらよいのか？

ベトナムの遠隔地では，別の事業と組み合わ
せ，ポジデビ発見に先立つ条件作りを行った．
メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(methicillin-re-
sistant Staphylococcus aureus ; MRSA)対策の
場合は，潜在的ポジデビ行動を新たに作り上げ
ていった．そんな使い方もある．

ポジデビを総論的に説明するのは容易ではな
い．わかりやすいのは，ある方法ではうまくい
かなかった，しかしポジデビでやったらうまく
いった，というストーリー展開による説明であ
る．その際，ポジデビの引き出しの中の事例の
数は多いほどよい．ベトナムの事例だけではな
い．米国やコロンビアなどにおける MRSA の
事例，デンマークの刑務所の事例，あるいは今
回紹介したオランダの中学校の事例．これらの
事例を自分の言葉として語る．それによって，
ポジデビの説明はより説得力をもつ．総論だけ
では説明しきれないという点もまたポジデビの
一つの特徴かもしれない．
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Box 2 ポジデビという言葉

デビエンスという言葉は，どちらかと言えばネガティブなイメージをもつ．とりわけデビエンスの響きがよくない．
デビエンスが含まれる英単語として，日本語になっているのはセクシュアル・デビエンスくらいである．日本語訳は

“変態”．海外でもこの響きはよくない．そこでオランダのポジデビ評価チームはポジティブ・エクセプション(ポジテ
ィブな例外行動)という言葉に言い換えた．これを optimum outlier(適切な例外行動)と呼ぶべきと主張する者もいる3)．
さまざまな批判はあるものの，国際的には PD(ピー・ディー)という略称で呼ばれることが多い．日本ではポジデビを
推奨している．
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表 4 各種事例にみられた代表的ポジデビ行動・潜在的ポジデビ行動・社会的インパクト
事例 国・地域 おおよその時期 代表的ポジデビ行動 潜在的ポジデビ行動 社会的インパクト 掲載時期

栄養不良改善 ベトナム・ハ
ノイ近郊

1990 年代 さつまいものツルや葉，淡水
のエビ・カニ摂食，頻回の手
洗い，2 倍以上の食事回数．

7 年間で 5 万人の児
童の栄養不良が改
善．

2016 年
11 月号

刑務官の欠勤
対策

デンマーク・
ニュボー市

2010 年前後 囚人と一緒に刑務所めぐり，
囚人への真摯かつ迅速な対
応，スポーツイベントなどで
の共同作業．

刑務所内の人間関係
改善．

2016 年
11 月号

栄養不良改善 ベトナム・チ
ーナン村

1990 年代 見つからない． 家庭菜園・マイクロフ
ァイナンスを導入，そ
の後にポジデビ展開．

2016 年
12 月号

院内感染対策 日本・大分県 2010 年前後 見つからない． 精神科入院患者がどこ
でも嘔吐できるための

「ゲロボックス」の設
置．

一番困っている人
(患者)と副院長との
本音でのコミュニケ
ーション．

2017 年
1 月号

自殺予防 日本・徳島県 2010 年前後 多様性の重視，人物本位の他
者評価，有能感をもっての行
動，助けてもらうことへの低
い抵抗感，ゆるやかな人間関
係．

低い自殺率． 2017 年
2 月号

認知症対策 日本・全域 2010 年前後 なじみの居場所，良い先輩と
の出会い，ないまぜのイベン
ト等．

認知症でも「できるこ
と」のリスト作り，失
敗談の「おもしろ化」
など．

認知症の人に優しい
まちづくり．

2017 年
3 月号

津波対策 日本・釜石市 2011 年 避難訓練通りの行動，いのち
てんでんこ・津波てんでん
こ，高い所に逃げる行動．

子ども・大人の津波
回避．

2017 年
4 月号

タイ肝吸虫対
策

ラオス・カム
アン県

2015 年前後 まな板の管理(スポンジやた
わし使用)，冷凍庫の上手な
使用．

感染症罹患予防． 2017 年
5 月号

がん検診受診
率向上対策

日本・東京都
荒川区

2012 年前後 孫から祖母への受診依頼，家
族や友人と一緒に受診，外食
などのついでの楽しみ作り．

小学校でのがん予防授
業，目立ちやすい検診
通知封筒の活用．

受診率の増加傾向． 2017 年
6 月号

難病患者会の
運営

日本 2000 年代 活動資金集めのためのバザー
への参加，患者同士のコミュ
ニケーション強化，電話相談
の活用，医療従事者やボラン
ティア大学生との関係作り．

患者会活動の活性
化・エンパワーメン
ト．

2017 年
8 月号

学童のジャン
クフード対策

ネパール・ダ
ディン県

1990 年代 自宅での十分な食事，栄養価
の高い昼食購入，昼食弁当の
持参．

売店の店主とジャンク
フード販売について協
議，ジャンクから健康
的なフードへの転換．

継続中 2017 年
9 月号

ホームレスの
結核対策

日本・東京・
大阪・横浜等

2002 年以降 青空 DOTS，あいりん DOTS，
寿 DOTS，地域支援者 DOTS．

ホームレスからホーム
レ ス へ の 結 核 教 育
(10～15 分のマイク
ロ・ティーチング)．

結核治療修了者の増
加，ホームレスコミ
ュニティのエンパワ
ーメント．

2017 年
10 月号

院内感染対策 米国 2004～2008
年

指関節を使ったエレベーター
のボタン押し，ジャケットの
内側からトイレのドアの開閉
等．

6 医療機関で平均
73% 感染率が減少．

2017 年
11 月号

母子保健対策 パキスタン・
ハリプール県

2000 年前後 夫が妻の緊急時にクリニック
へ輸送，臍帯を切る際に清潔
なナイフの利用．

乳児死亡率の改善，
母子保健への男性の
参加．

2017 年
12 月号

子育て対策 カンボジア・
カンダハール
州

2017 年 ジャンクフードを避けた子供
の栄養管理，家庭菜園の活用
等．

子どもの栄養管理の
改善．

2018 年
2 月号
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ウソかホントか？

連載のタイトルに惹かれ，身近にポジデビ探
しを始めた読者もいるかもしれない．科学研究
費などの研究申請にポジデビのアイデアを活か
した人もいるであろう．一方で，ポジデビなど
聞いたこともないであろう人たちが，ポジデビの
ような活動をしている状況に何度も出くわした．

ポジデビ・メガネをかけはじめると，いろい
ろな事象がポジデビ，あるいはポジデビもどき
として見えてくる．

例えば次の記事などがそうである．① 現地
取材 米伊の研究チームが争って調査を始め
た！長寿世界一のイタリア『チレント』地域に
学ぶ─孤独と無縁のコミュニティでストレスの
ない日々4)，② 平均寿命でトップに躍進 あな
たはまだ『滋賀県』を知らない─図書館貸出率
も日本一の活字パワー5)．これらはなんとなく
ポジデビっぽい．しかし，これらは本当のポジ
デビであろうか？
“孤独でない，無縁でない”ことは大事であ

ろう．ではそうなるために何をすればよいの
か？“図書館の貸出率が高い”ことは大事なこ
とであろう．ではそうするためにはどうすれば
よいのか？ポジデビにおいては“何をなすべき
か(What)”だけでは不十分である．“いかにそ
れをなすべきか(How)”に光が当てられなく
てはならない．さらにその“How”は，他の
人にも適用されるべきである．

ポジデビのホンモノ探し，ニセモノ探しをど
のようにしたらよいのか？この問いに答えるこ
とは容易ではない．スタンダードとなるポジデ
ビの定義が必ずしも定められていないからであ
る．ヘルスプロモーションの観点からポジデビ
研究論文等をレビューした報告書3)は 5 つの定
義を紹介している．共通点は“行動”，“逸脱
(deviation)”，“成功”の 3 点である．いずれ

も，成功につながる通常通りではない特異な行
動，あるいはその担い手に焦点を当てている．
この連載もこの定義に注目し，“ポジデビを探
せ！”としたのであった．

しかし，ポジデビの定義はそれだけでよいの
か？

2010 年「The Positive Deviance Initiative」
のウェブサイトではポジデビ・アプローチのゴ
ールが 2 つ掲載されていた(同ウェブサイトは
再構築中，2018 年中に公開予定)．端的に言え
ば，第 1 がいわゆるポジデビ探し．第 2 がそれ
を教え広めることである．

本連載ではこの第 2 のゴールにあまりこだわ
らなかった．ラオスのタイ肝吸虫の事例，ネパ
ールのジャンクフードの事例，カンボジアの父
親の事例など，第 1 のゴールを満たすだけでよ
しとした．それ自体確かに意味のあることであ
る．しかし，この第 2 のゴールが達成されるよ
うなポジデビこそが，本来の意味でのポジデビ
と定義すべきではないか？とすると現行の 5 つ
のポジデビの定義はいずれも十分とは言えない
ことになる．いずれ修正がなされるべきであろう．

ポジデビ・アプローチの進め方についても諸
説ある．文献 3 では文献 2 に示されている 5 ス
テップ・アプローチの他に，6 ステップ・アプ
ローチ6)7)，8 ステップ・アプローチ8)9)が紹介
されている．いずれにおいても，ポジデビの発
見だけではなく，ポジデビを広めることの重要
性が最後の方のステップに含まれており，上記
に示した第 2 のゴールがいかに重要かがわか
る．

ポジデビのウソ・ホントを見分けるコツはこ
の第 2 のゴールにあるのではないだろうか．

おわりに：実践も研究も

ポジデビ・アプローチはいわゆる通常の専門
家を嫌うところがある．

公衆衛生 vol. 82 No. 5 2018 年 5 月418

閲覧情報：東京大学 10583 2022/06/18 07:22:03



「ポジデビ・アプローチの最大の障害は地域
住民によるものではない．住民を助けようとし
て外からやってくる専門家や政府の役人たちに
よるものである」2)

専門家も政府の役人も対象地域や組織の弱点
を探し，それをトップダウン方式に解決しよう
とするタイプの人たちである．このやり方がポ
ジデビ・アプローチを台無しにする場合がある．

とは言うものの，ポジデビ実践家からの研究
への期待は高まってきている．ポジデビ活動が
より洗練されるために，より正しい形で世界に
広まるために．さらに，より良い研究成果を示
すことによって，活動資金を集めたい，という
思惑もあるに違いない．

逆に研究者からポジデビ実践への期待もあ
る．連載第 13 回のソーシャル・チェンジの回
において紹介した社会学や心理学だけではな
い．今回紹介した事例は教育現場における教育
学からのものである．

それだけではない．医療人類学からはビッグ
データ研究の課題を克服するための手法として
スロー・リサーチが提言されており10)，課題克
服を進める上でポジデビ・アプローチが注目さ
れている．公衆衛生学においては，ヘルスプロ
モーションの理論的基盤である健康生成論に基
づいた実践活動としてのポジデビ・アプローチ
に期待が寄せられている11)．

しかしながら，ヘルスプロモーション同様，
ランダム化比較研究デザインを取りがたいポジ
デビ研究の成果は，いわゆるアカデミック・イ
ンパクトの高いジャーナルには掲載されにく
い．英 国 医 学 雑 誌 (british medical journal ;
BMJ)の Education and Debate 欄で一度掲載さ
れたことはあるものの7)，総説であり，いわゆ
る原著研究論文としてではない．そのため，イ
ンパクト・ファクターに価値を置いている研究
者にはあまり見向きもされない．こういう状況
の中で，いかに研究を進めていくかが今後の課

題である．
実践と研究，2 つが両輪として機能すること

によって，ポジデビは一層威力を発揮できる．
この 2 つの方面から，多くの読者にポジデビ前
進の機動力となっていただきたい．

最後に，一年半にもわたり，この連載を読ん
でくださった皆様に深く感謝したい．
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